








































































中国語ではクリスマスのことを ｢聖誕節｣とむく｡ したがって､ホテルやデパー ト､シ
ョッピングセンターなどのロビーホールのみならずオフィスや家庭にごく当たり前に飾ら
れるようになったクリスマスツリーは ｢生誕樹｣で､子供達が待ちわびるサンタクロース
は ｢塑誕老人｣､その ｢望誕老人｣が届けるクリスマスプレゼン トは ｢堂誕礼物｣で､家族
や親 しい人達と閲む食卓に載るクリスマスケーキは ｢聖誕蛋探｣となるOこの他にも､ク






















立場に立って論述したクラウス ･クラハ ト､克美 ･タテノタラハ ト両氏による 『クリスマ




























趨J .,L玲 ｢欧風美雨影響下中国近代節 E l 『鄭州大学学報 (哲学社会科学版) 07T-l 的変革｣( 』2 0
年第 5期)
通風玲 ｢西俗東漸与近代中国節目的特点｣ (『中州学刊』2 007年第 6期)
李鳳鳳 ｢西俗東漸之元旦慶賀- 以 《申報》報道為中心 (1912-1928)｣(『華中師範大
学研究生学報』2 010年第 2期) 
(B)
鄭上有 ｢衝突 ･並存 ･交融 ･創新 :上海民俗的形成与特点｣(『中国民間文化｣ ]第 3集 [学
林出版社 1991年 上海 ] )
祭豊明 『上海都市民俗』 (学林出版社 2001年 上海)参､繁忙節慶 上海都市歳時節
令民俗､ ( 5)瀬上聖誕之夜
長壁銘 『上海中西交匝感的歴史変遷』 (上海辞書出版社 2007年 上海)晩晴上海歳時
習俗之姻変


















高丙中 聖誕節与中国的節 目板架｣ (『民俗研究』1 997年第 2期)





任春英 ｢聖顔節和春節的文化内滴｣(『阜陽師範学院学報 (社会科学版)』2 002年第 2期)
楊根培 ｢春節与里誕節中的中西方文化習俗｣(『長沙航空職業技術学院学報』2 002年第 4
期)
張承平､万偉珊 ｢文化的普通与包容- 中西伝統節 目的文化差異与社会認同｣(『長沙電
力学院学報 (社会科芋版)』2 002年第 4期)





労位 ｢"没文化"的聖誕節与伝統文化疲軟｣ (『中国社会導刊』2 005年第 3期)




金外在 ｢略談西方節 E )対中国伝統節 目的衝撃｣(『長江大学学報 (社会科学版)』2 005年
第 6期)
蓮福明 ｢従洋節盛行看中西文化的融合｣(『析州師範学院学報』2 006年第 2期)
黄鳴 ｢従淡化洋節説開去｣ (『重廃職業技術学院学報』2 006年第 4期)
虞卓 ｢城市 "洋節熱"背後的倫理及価値思考｣(『遼寧行政学院学報』2 006年第 11期)
王背水 ｢文化記怯､伝統創新与節 E l遺産保護｣(『中国人民大学学報』2 007年第 1期)
評文盲 ｢文化的民族性与文化的全嫌化｣･(『斉斉喰爾師範高等専科学校学報』2007年第 1
期)
張偉佳 ｢"洋節"流行的符号学解読｣(『南通紡織職業技術学院学報 (総合版)』2 007年第 
2期)
高丙中 ｢包容看待複雑社会的複合文化｣(『民間文学論せ』2 007年第 2期)
寒天業 伝統節 目儀式的徳育仰 直研究｣(『桂林師範高等専科学校学報』2 007年第 3期)
王香水 ｢ 目 :一種特殊的公共文化空間｣(河南社会科学』2 00節
｢
『 7年第 4期)
王洪英 ｢対 "洋節"論争的思考｣(『遼寧師範大学学報 (社会科学版)』2 008年第 1期) 
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野開智 ｢伝統節目､集体記憶与文化認同｣(『天府新編』2008年第 2期)
張羽､張彩頒 ｢近十年台湾節目変遷与文化訟同研究｣(『度門大学学報 (哲学社会科学版 )』 
2008年第 5期)
横美玲､紐以保 ｢対 "洋節'熱的思考｣(『当代祉科視野』2008年第 6期)
劉国産､周剣 ｢高校校固."洋節熱"現象探析｣ (『科技信息』2008年第 6期)







陳表地 ｢跨文化視野中的我国伝統節 口変遷｣(『河南工業大学学報 (社会科芋版)』2009
年第 4期)
李鹿敏 ｢論西方文化衝撃下中国伝統節 El的回帰｣(『鶏酉大学学報』2 9年第 4期)

















出版 1987年 東京)が詳細な情報を与えてくれる｡ 






1937年 12月 25日 土曜 晴｡耶教墾誕節｡
【王世 ( ,1編 『察元培日記 (上下 )』 (北京大学出版社 2010年 北京 )】
○魯迅 (1881-1936)
『魯迅日記』 
1917年 12月 25日 晴､大風｡紀年 目休仮｡ 
1918年 12月 25日 晴｡休仮｡ 
1920年 12月 25日 晴｡休仮｡ 
1924年 12月 25日 晴｡休仮｡ 
1932年 12月 25El 星期｡雨｡上午長谷川君 (三郎｡内山酋店雑誌部費任者)贈海嬰
玩具摩托車-輔｡ 
1933年 12月 24El 星期｡晴.雑誌部長谷川君贈海嬰蛋抹一食､玩具一種0 
1934年 12月 23El 星期｡ノト雨｡午長谷川君贈蛋抹一合｡ 
12月 26日 雨｡上午内山夫人贈海嬰玩具二種｡ 
1935年 12月 21日 蛍｡上午鎌田夫人来､贈海嬰玩具一合､文具一合､紙製唱片二枚0 
12月 22日 星期｡晴｡上午内山君贈歳寒三友一盆｡ 
12月 24日 集｡内山夫人贈海嬰望遠鏡一具､晩長谷川君贈蛋轄一合｡
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堆盤舘果難悉数､食終腹鼓不可僻｡歓楽勿忘神之砧､上帝之子天下主｡
比和詩但写風俗､不著-芋之褒鮭､当亦祝園者所許也｡ 
1923年 12月 25日 --今 日為耶鮮誕節､我イ門在西山旅館吃晩飯｡ 
1926年 12月 25日 今天為 ｢耶妹誕節｣｡早起立時､旅館中的侍女二人舷門､送進一杯
葡萄酒､一片蛋探､給我賀節｡這是美国没有的｡到 Silcock家過節｡･ 
1928年 12月 25日 
1933年 12月 25日 




Ⅰ919年 12月 24日 陰｡是日為 ChristmasEve､林君玉堂夫婦､約在其番所晩飯､係
制中国賓｡右購喰仏風呆画一冊､値一元､以贈林君夫婦､卿作節礼.
飯後､借林君同赴本大学校長 Prsdn A.LwLeC oelleiet a .neLw 夫婦宅中之茶会､慶祝年
節 ChristmasReception｡到者学者約百人､由校長夫婦身弓自款按､茶点極豊偏｡十時散会｡
同 1 5日 rsmaDy mpra2月 2 陰O大雪O是日為 Chit s a.午､倍陳､現､顧諸君､赴 l eil 
Restaurant午飯｡旋至顧君処少坐｡
晩､仇借陳､湯､顧諸君再往該処晩飯｡飯後､赴校中青年会 PhllipsBrooksHouse之
慶祝年節会｡会序甚長､q｣有漢君深唱 『打梶出箱』及 『李陵碑』二劇｡十一時散｡ 
1920年 12月 24日 陰｡明日為耶教年節｡今日則酉人之除夕也｡ 
1925年 12月 25目 星期五 是日為耶妹聖誕､極為粛索｡ 
1927年 12月 25目 星期 目 陰｡下午微雪｡星期｡是日為耶妹聖誕節､本年更無楽趣｡




1923年 12月 25目 星期二 (十一月十八 賀南侶義紀念 日 耶鯨聖誕節)
 
1925年 12月 25目 星期- (十一月初十 雲南起義紀念日 耶麻誕日)
 
1933年 12月 25El 星期- 今日聖雷延､評女士未来授蔑｡

【敵国林編『顧韻剛日記』(全集版 中華苦局 2011年 北京)】
○鄭振鐸 (1898-1958)
『鄭振鐸 日記全編』 




1957年 12月 25日 (星期六) 晴｡昨夜是聖誕前夜｡但似乎並不太熱闘
【陳福康蟹理『鄭振鐸 口記全編』(山西古籍出版社 2006年 大原)】 
○浦風 (1911-1942)
『浦風日記』 
1931年 12月 26目 星期六 昨天是聖誕節､洋人m､照例有一番熱闘｡但在我､却正
和中公告別､不用去説甚麿歓興､錐則部実上我也没有甚磨悲威｡
【李文儒緬『浦風 El記』仲 国現代作家日記堆怒第 1輯 山西教育出版社 1998年 大原)】 
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